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一 

本
校
の
沿
革 

 
 

本
校
は
、
明
治
六
年
六
月
。
大
里
郡
小
泉
村
字
前
方

「
常
永
寺
」
を
校
舎
と
し
て
小
泉
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。 

令
和
四
年 

空
一
杯
に
風
船
を
放
ち
、
一
五
〇
周
年
記
念

祝
賀
行
事
を
実
施
。
子
供
達
・
保
護
者
・ 

地
域
と
一
緒
に

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

長
い
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
本
校
は
、
市
田
村
・
吉
見
村
の

合
併
や
大
里
村
へと
改
名
を
経
て
、
昭
和
五
〇
年
後
半
に
は

児
童
数
七
〇
〇
名
を
超
え
、
今
の
大
き
な
校
舎
と
共
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
児
童
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

伝
統
あ
る
こ
の
学
び
舎
で
、
活
力
あ
る
教
職
員
と
共
に
、
子

供
達
に「
自
律
の
力
」と「
将
来
の
夢
」を
育
み
ま
す
。
そ
し
て

未
来
に
向
か
っ
て
自
分
の
力
で
、
歩
み
を
進
め
ら
れ
る
子
供

達
の
育
成
を
目
指
し
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

１ 

校
章 

① 

昭
和
四
十
四
年
制
定 

② 

桜
の
花
び
ら
の
模
様
。
そ
し
て
、
桜
の
花
び
ら
に
囲

ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、「
市
田
」
の
文
字
が
入
っ
て
い

ま
す
。
で
き
た
当
時
の
文
書
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が

桜
の
花
は
日
本
を
象
徴
す
る
花
。
そ
の
中
で
立
派

な
学
校
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
子
供
達

一
人
一
人
が
将
来
、
満
開
の
桜
の
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
を
込
め
て
作

ら
れ
た
と
い
う
事
で
す
。 

２ 

校
歌 

① 

昭
和
四
十
四
年
制
定 

② 

山
並
み
や
荒
川
の
雄
大
さ
を
讃
え
る
歌
詞
か
ら

始
ま
り
、
本
校
が
目
指
す
子
供
達
の
姿
「
生
き
生

き
学
び
・
力
一
杯
活
動
し
・
誰
と
で
も
仲
良
く
」
を

支
え
る「
育
つ
力
」「
希
望
の
市
田
」
の
歌
詞
。
こ
の

言
葉
が
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
子
供
た
ち
の
心
に
届
く
よ

う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
歌
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 



                  

 


